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MINIX 計画一一宇宙太陽発電に向けて一一

京都大学超高層電波研究センター松本 紘

,/

「ミニックス (MINIX)J という言葉は響きが良

いのか，既にかなりの広範囲の宇宙研関係者に知

られているようである。 MINIXとは， Microwave-

IonosphereNonlinearInteractionExperiment

の略号である。これは将来，宇宙太陽発電に使用

きれる 2.45GHz のマイクロ波エネルギービームが

電離層プラズマに与える非線形効果を，あらかじ

め研究しておこうというロケット実験計画である。

現在，京都大学の木村磐根教授，神戸大学の松本

治弥教授，賀谷信幸助手，電気通信大学の宮武員

夫助手，宇宙科学研究所の大林辰蔵教授，長友信

人教授および小生とがチームを組んでこの計画に

取り組んでいる。

宇宙科学の純学問的研究はそれ自体大変面白い。

しかし人間生活に直接フィードバックされるよう

な応用科学的側面にも目を向けておく必要がある。

きもなくば宇宙科学への国民の支持や期待が低下

してしまうであろう。こう考え，巨大応用科学技

術の粋を集めて行なわれる来世紀の夢の宇宙太陽

発電( SPS) に向けて，ささやかな貢献を思いた

った。もう 4 - 5 年も前のことである。我々の当

面の目標は，電波科学で通常取り扱う常識的レベ

ルをはるかに越える電界強度のマイクロ波が電離

層へ及ほ‘す影響の理学的研究で、ある。これが表看

板である。しかし実はその看板の裏には， SPS

へ向けての諸々の工学的基礎技術の開発を手掛け

ようという我々の秘かな野心も隠されている。我

々の試みが，より広範囲の人々の SPS研究の起

爆剤となって欲しいと願って計画を進めている。

地球と宇宙墓地へ送電するSPS
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MINIX は S-520-1号ロケットで最初の実験をき

せてもらったが，コンデンサ・パンクの不具合で

失敗してしまった。失敗は成功の母よ改良を加え，

我々は再度の挑戦を S -520-2号機できせてもらっ

た。細心の注意と慎重なテストを重ね実験に臨ん

だが，集中電源系のトラブルでMINIXには実験の

チャンスが巡って来なかった。肩すかしを喰らっ

たようで落胆は大きかった。余程，傍目に気の毒

に映ったのか，内之浦ではロケット班の方々，実

験主任をはじめ多くの人々から力強い激励を頂い

たのが強〈印象に残っている。理学・工学の方々

の支持を頂いて S -520-6号機ではロケットを専有

した形でMINIX をさせて頂くことになった。この

貴重なチャンスに我々 MINIX実験班は気持をより

一層号|き締め，周到な準備を進めている。松尾弘

毅助教授，雛田元紀助教授をはじめ工学の方々と

の会合も既に数度重ねた他， SEPAC 方式とまで

はいかないが，長友教授の指導の下に，幾つかの

ドキュメント造りが大林研の高瀬修氏の協力を得

,

、.眠

J

8-520-2号機に括載されたMINIX装置

5-520-6 MINIX

a'
〆

'
A

8-520-6号機によるMINIX親子ロケット実験

て進行している。

S-520-1号機の経験により，マグネトロン電源

はコンデンサ・パンク方式に比べ CW送信が可能

な上，コンパクトで安全性・信頼性の高い D Cｭ

DC コンパータが開発出来た。 2 号機の機器はロ

ケット軌道上では動作するチャンスを与えられな

かったが，打ち上げ前のチェンパー・テストでプ

ラズマ中の動作に関する貴重なデータを提供して

くれた。また電離層中とは境界条件が全く異なる

が， 2.45GHz のマイクロ波によるプラズマ加熱も

確かめられた。

現在，設計・製作が進行している S -520-6 号機

MINIX では， 830 ワットのマグネトロン送信機を 2

台搭載していて，それぞれロケットの側方及び前

方に向いた導波管打ち切り型アンテナに結合され

ている。 親子ロケットに設計されている 6 号機

MINIX では，ロケット上昇時は子ロケットが結合

された状態で，マイクロ波はロケット側方から放

射される。予想されるプラズマ加熱やフ。ラズマ波

励起は，子ロケットに搭載される各種測定器で計

測されることになっている。ロケット飛朔の後半

には，子ロケットが切離きれ，親ロケットから，

離れていく子供にマイクロ波が照射される。これ

によって異なるマイクロ波電界の下でのプラズマ

応答の計測を行なうと同時に，マイクロ波エネル

ギーの受電も子ロケットに用意きれるレクテナに

より試みられることになっている。

地上のプラズマ装置内の実験やロケット実験で
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得られる情報は貴重であるが，局所的に発生する

現象しか捉えられず， SPSマイクロ波ビームが引

起すと考えられる広範囲・長時間にわたる現象を

測定することには適きない。従って，まだロケッ

ト実験を成功させていない現在では早計かもしれ

ないが， MINIXロケット実験の次のステップを今

から考えておかねばと我々は思っている。ちょう

ど，幼ない娘の嫁入りを早くから心配している親

の気持に近いのかもしれない。この比喰とは関係

はないがMINIXの次のステップは METRAS (メ
的

トラス:嫁とらす? )/MINIX という宇宙ステーシ

ョンを用いた軌道上実験の検討を我々は始めてい

る。 METRAS とはMicrowave EnergyTRAnsｭ

missioninSpace の略号である。軌道上の宇宙ス

テーションから 100KW 程度のマイクロ波エネルギー

を 10m 直径程度に絞って，約 1 km 離れたサブサテ

ライト上のレクテナ受電部への送電を試みる提案

である。この時，受電部の前面に 30-100 m の直径

のバルーンを展開し，その中に電離層 D·E 層と

同程度の条件を創り出せば，将来の 10GW SPS

より 5 桁も低い電力で，ほほ、同程度の電力密度が

その中に実現出来，良いアナロジーの研究が可能

となろう。しかし，このMETRAS/MINIXプロジ

ェクトは，今後MINIXロケット実験を成功させた

METRAS/MINIX宇宙ステーション実験の想像図

後，十分な検討が加えられなければならないこと

は言うまでもない。

資源に乏しい我国こそ，「前例前例」という態度

を捨て，積極果敢に SPS 問題に取り組み， SPS

推進の有力メンバー固となるべきではなかろうか。

なれるだけの工業力，技術，経済力はあると信じ

ている。早〈着手し，失敗を恐れず，血と汗にま

みれ努力を積み重ねてこそ，具体的国際協力が要

請された段階で，対等もしくは対等に近い協力が

出来，それに見合った我国の権益が守られるので

はなかろうか。我々の MINIX がささやかな呼び水

となって欲しいと念じている。

(まつもと・ひろし 宇宙研客員助教授)

お知らせ …淑淑淑

安臼田深宇宙探査センター予定地状況

宇官研談話会 (Space Science)

場所宇宙科学研究所 45 号館 5 階会議室

時間午後 4 時-5 時

連絡先宇宙研・大良紀子 (467) 1111(内 29 7)

11 月 25 日(木)

「宇宙塵の起源」

長谷川博一(京大・理)

57 年10 月ア日竹時
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順位 チ ム 点数

優勝 管理部 189

準優勝 宇宙工学 45 171

3 位宇宙工学56 140

4 位|宇宙理学 137

*仮設第 2 研究棟完成のお知らせ

改組以来，研究部門の増，機構の整備されたこ

となどにより，研究室，会議室の不足が深刻とな

っていましたが，この解消のーっとして昨年度に

続き今年度も仮設研究棟の建設が行われていまし

たが，昭和 57 年 10 月 20 日 56 号館の南東側に完成し

ました。

建物は，プレハブ鉄骨，木片セメント板(セン

チュリーボード)造 2 階建(芸主謀)で部屋は

1 階に，大型フ。ロジェクト計画室，研究実験室等

4 室， 2 階に大会議室(簡易間仕切で中小 2 室に

分けて使用可)約 70 名収容 1 室，客員研究室 2 室

となっております。

駒場キャンパスでの研究所建物の整備は，淵野

辺地区への移転計画がきれているなかで恒久的建

物の新営は極めて困難であり，従って応急的で暫

定的な施設としてこの建物 (68 号館)が建てられ

ました。

女スペースステーション・シンポ開催される

きる 10 月 21 日(木) ，航空宇宙技術研究所におい

て，スペースステーション・シンポジウムが開催

された。会議は 4 つの会場にわかれ， A. 宇宙科

学分野 B. システム・エ不ルギ一分野 C. 通

信・地球観測・農業分野 D. 材料・ライフサイ

エンスその他，の各分野に関連して，宇宙ステー

ションのシステム構想，建設，利用などについて

積極的提案が成された。

発表件数は 92 件であった。

安太陽フレア物理、天下分け目の一戦

「ひのとり」と米国 SMM 衛星

の両雄の登場で，いよいよ風雲急

となった太陽物理。その大きなヤ

マ場ともいうべき「日米セミナー」が，きる 10 月

5 日から 4 日間，駒場エミナースで開催された。

これは日本学術振興会と米国科学財団のサポート

で行なわれたもの。両衛星の観測に直接タッチし

ている研究者をはじめ，光や電波の観測家，太陽

の理論家などが一堂に会した。国内からの参加者

*前 JPL 所長ブルース・マレー氏来所

長らく JPL の所長をされ， NASA の目ざましい

惑星探査を推進されたブルース・マレ一博士が 10

月 27 日来所された。宇宙研の活動をいろいろとき

かれた博士は，研究所のいままでの業績，現在す

すめられている計画等について大きな賞讃と期待

をしめきれた。午後「惑星探査の技術」という講

演をされ MARINER4 と VOYAGER との比較をも

とに技術の発展について数々の興味ある話をきれ

た。因みに博士は現在 Caltech の惑星科学担当教

授である。

~表紙カット~

*第 2 回宇宙研陸上大運動会開催

第 2 回運動会は 10 月 12 日( 8 日が雨天のため延

期)台風一過の秋晴れに恵まれ，宇宙研中庭で開

催された。今年も研究所内を 4 チームに分け，チ

ーム対抗を主とした。中でも新種目の「ダックス

フント」は，南京袋で下半身を覆った滑稽ないで

たちで満場を沸かせた。所内マラソンは，昨年に

引き続き，管理部チーム増田さんが 15 分30 秒(大

会新)で連続優勝， 35 才以下の部が宇宙理学の柳沢

さん， 50 才以上 or 女子の部で '45 号館チームの酒巻さ

んが優勝し，最後

に風船割りを以て

5 時に終了した。

順位は右表のとお

りである。

(撮影:佐瀬育男)

はのべ 50 名におよぶ一方，予想、をはるかに越す 30

名もの外国勢の参加を見た。この中にはヨーロッ

パや中国から馳せ参じた人々も多く，同セミナー

への国際的な関心の強きを物語っている。

太陽フレア現象は， じつにさまざまな側面をも

っている。そのある面に関しては， 「ひのとり」

と S M: v1の観測はほぼ一致する結果を出した。ま

た別の面では，双方の観測結果や解釈は対立ゃく

い違いを見せ，太陽フレア現象の複雑きを浮き彫

りにした感がある。中でも，コロナの中空にフレ
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ア硬X線源が数10分間も浮かび続けるという「ひ

のとり」の発見は，重大な一石を投じる結果とな

った。けだし，体重にして 10倍を越す巨人 SMM

を相手に，一歩もひけをとらぬ「ひのとり」の戦

いぶりは天晴れであったといえよう。

太陽フレアの研究はまさに戦国時代の様相にあ

るが，このセミナーを通じて，観測面からはかな

り明確な「フレア像」が浮び、上がってきたようだ。

この戦果をふまえ，どのよっな理論が天下統ーを

なしとげるか，今後のゆくえが期待される。

安 10 トンチャンネル構造燃焼器燃焼試験能代

今回の燃焼試験 (TC-1002-l)は試作後最初の

ものでタンク加圧供給法により竪型テストスタン

ドで行った。 9 月 22 日までにコールドフロー試

験，約 5 秒間の着火試験等を終え本格的な燃焼試

験に備えた。 9 月 24 日には 7 トン管構造燃焼器(

昭和54年度)と諸性能を比較する目的で約20秒間

の70%定格燃焼試験を行い， 9 月 28， 29 日には推

進剤供給系の最高使用圧力条件でそれぞれ約16秒

間の85%定格燃焼試験を実施した。運転は計画通

りに行われ，計測もほぼ完全に成功し，データ解

析の結果燃焼器も計画した圧力諸元を満たしてお

り 7 トン及び10 トン級エンジンシステムの燃焼器

時
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85%定格燃焼試験CTC-1002-1-4)

として利用できることが実証された。また，特殊

な拡散接合法という漸新な製造法によるこの種の

燃焼器は本質的に高圧液水エンジンに適したもの

であるので，さらに機会をみて本格的な開発に取

組みたい

*相模原市一行の KSC見学について

神奈川県相模原市淵野辺地区が，宇宙研の新キ

ャンパスとして計画きれていることは，すでにご

承知のとおりですが，今後の計画をすすめていく

うえで相模原市は最も密接な関係をもっ機関です。

このほど岡市では宇宙科学研究所が行っている宇

宙観測事業の現状等を認識することを目的として

10月 8 日に KSC に来所しました。一行は片野市

助役，鈴木企画調整局長，木下同局参事等 4 名(

舘野市長は来所予定のところ所用のため不参加)

で野村教授の案内で約 4 時間にわたり，新しく完

成したM整備塔をはじめ熱心に実験場内を見学し

ました。相模原市では，市の機能としてキャンプ

淵野辺跡地利用委員会が設けられており，地元住

民等に移転機関等の紹介などが行われていますが，

今回の見学で得られた宇宙科学研究の意義や必要

性，実験場施設等について，同委員会で説明した

いとグ〉ことていした。

*SEPAC レベルW テスト無事終了

スペースシャトルから電子ビームを発射して人

工オーロラを造ろうという SEPAC計画のレベル

W テストが， NASAケネディ一宇宙センターにお

いて無事終了した。電子ビーム加速器をはじめと

する SEPAC機器は，パレット(スペースシャトル

の荷台にセットされる)上に設置され，その機能

および宇宙実験室スペース・ラブとのインターフ

ェイスがチェックされた。テストは成功裏に終了

し， NASA関係者は日本製機器の優秀さに目をみ

はった。 SEPACは来年9 月 30 日にスペースシャト

ルによって打上げられ，地球物理学，プラズマ物

理学などに関連した多くの実験を行う予定である。

*第二次大気球実験終わる一三陸一

9 月 1 日からはじまった昭和57年度の第二次大

気球実験は，丁度この原稿を書いている， 10月 24

日のロケット回収テスト実験830-46 で終了した。
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第二次実験は 3 期にわけで実行した。 8 月末から

9 月初旬にかけて回収を必要とするもの， 9 月下

旬j の長時間観測， 10月下旬の長距離観測である。

今年はとくに台風の当り年でその襲来に悩まさ

れた。台風13号に先がけてきた豪悶によるがけ崩

れ，ついで台風の襲来といっ具合である。充分長

い間実験をやっていたようにみえるが，この期間

中放球できる天候の時は機を逸せずすべて実験を

行った。 9 月 2 日の B15-54 を除いて他は実験の目

的は達したと考えている。

来年インドネシアで行う予定の日食気球観測の

子備テストは 9 月 5 日満月を利用して行なわれた。

搭載した高感度テレビ( S.I. T.) で満月をとらえ，

ビデオレコーダーにおさめ，回収した。写真がこ

のレコーダーをおこして写した月の姿である。テ

レビでは兎の姿がみえるが印刷するとどうなるか・一。

角度制御はリアクションホイールの方式で気球

水平浮遊の間 1 分角程度の制御であった。変わっ

た所では成層圏の乱流を調べるためB5-107で観測l

器を気球から 600m吊りおろした。今迄この種の実

験ではフランスてい400m までおろしたのが最長であ

る。

この開放球した気球は下表に示すとおりである。

気球 自 郎J m当者 放球 H 到達高度 備巧

85-116
空宇宙線粒 F と大気微箭

和出雅美 9 月 l 日 25 km 回 4:<
成分

815-54
成j画聞大公的グラプサ

伊藤荷造 9 月 2 日 7 km 着 水
ンプリング

85-112
インドネシア日食何千

田鍋 t告義 9 月 5 日 24 km 回 収
1曲試験

850-23 組重核一次宇宙線
道家忠英

9 月 6 日 33 km 回 収
伊藤謙哉

830-45 搭載機器試験 丙村純 9 月 17 日 33 km

85-107 成層圏の乱 lfit 問中治 9 月 20 日 25.8km 31 時1::1 1

850-22
シクナス X- I. ~、ラクレ

中川 i立夫 9 月 29 日 35.5km 29 時間
ス X-I の破 X線的観測

850-20 銀河ラインガン 7一線 奥平治昭 9 月 29 日 37.7km 30 時間

85-114 成層圏エアロゾル 高木 I甘美 10 月 19 日 25 km

85-108 リレ一気球 広沢春 f壬 10 月 18 日 28 km

日 1- 31 電力線誘得放射 芳野組夫 10 月 18 日 15 km 1)1∞ Okm

830-46 パラシュート開傘試験
西村純

10 月 23 日 29.4km
雛回厄紀

85-112 の搭載用テレビ (SIT) で撮像しだ月

真空槽内のスタンド|こセットされた M-23 モータ

*M-23-1TVC 真空燃焼実験能代一

ハレー茸星探査機 PLANET-A の打ち上げ、ロケ

ット M-3S II 型の第 2段に用いられる M-23-1TVC

モータの高空性能試験がきる 10 月 25 日に行われた。

寒風吹きすさぶ北国の日本海へ向けて，ディフユ

ーザーから最大推力 53 トンを発生する噴射ガスが

63秒間にわたって吐き出された。モータの燃焼特

性・推進特性や各種の断熱材・耐熱材の特性が確

認されたほか， 126 点にわたる計測と光学記録が行

われ，また 4 基の ON/OFF 弁， 1 基の比例弁を用

いた推力方向制御 (TVC) 装置も正常に作動し，

その特性が把握きれた。きる 5 月の M-23SIM モー

タと KM-A (HMX) に加え，今回の実験によって，

MAT (簡易高空性能試験装置)のシステムがは

っきりと確立されたといえよっ。

M-23モータの真空燃焼実験

---、-
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石特2
0 三 E 「おぼん」のような月

宇宙科学研究所大林辰蔵

m

冬の寒空に凍りついたような月，春宵一刻のお

ぽろ月夜，そして，山の端からのぼってくる大き

な満月。わたくしたちは昔から月を眺め，いろい

ろなことを考えてきた。月にまつわる「かぐや姫

物語」や和歌，詩などに託されて人々の想いがた

くさん残きれている。

月はいったいどれくらいの大きさで，その距離

は?と昔の人たちは考えていたのだろうか。私は

この数年， 「月の大きさ」についてそれは何セン

チぐらいに見えるか，山の端に出た月と中天にか

かる月の大きさは何倍ぐらい違うかといった質問

を投げかけて，人々のそれにたいする答をひとり

で楽しんでいる。その結果，たいへん面白いこと

がわかってきたからだ。

ここにそれをご披露してみよう。若い学生たち

に聞いてみる。もちろん，

これは見かけの大きさで

ある。現在，私たちは地

球衛星の月が3480kmの天

体だということを知って

いる。また視直径は太陽

とほ』ま同じ歩こきさグ)30'

ぐらいの角度と答えてく

れるのを期待しているの

ではない。ただ，その眼

で見たときにどれくらい

のサイズと思うかという

心理的な値である。学生

たちの答はさまざまであ

った。 しかし， そオ工はあ

る範囲の分布をもってい

て，驚いたことにその平

均イ直のピークは 1 センチ

イ立のところにある。それ

では， もっと違った集固め人々に聞いてみよう。

たとえば，仏教会のお年寄や，経団連の方々であ

る。これは 50-100 センチのところに多く集って

いることが解った。見る人の年令や職業，あるい

は性別によってこんなに異るのだろうか?月をた

いへん小さく見積る集団を私は「東大生型」とよ

んでいる。これに女寸して， きわめて歩ζ きいと!惑じ

ている人々もいるわけである。いったい，どちら

が正しいのか。実はそれぞれの人がこれくらいに

思うというのだから，文句のつけようがない。現

在の人々はさまざまな知識をもち，いろんな経験

をもってそう判断したに違いない。

ここで，観点をかえて昔の人たちは月をどれく

らいのものだと思っていたのだろうか。そのころ

の人たちは現在われわれがもっているような科学

的知識もなしきわめて単純にその大きさを想像

していた。そしてこう表現した「おぽんのような

月」だと...つまり，盆のようにまるくてそのサイ

ズは30-50センチであると思っていたのだ。これ

は日本人だけがそう思っていたのではなしヨー

ロッパでもディナー・プレートのような月という。

洋の東西を問わず，ほぽ似たような大きさを考え

ていたわけだ。

それでは現代の人たちのなかには，なぜ，たい

へん小さく感じる者がいるのだろうか。ある人文

学者の説によると砂漠に住む民族よりも森林地帯

の住民のほうが月は大きいという。都会と田舎で

も i主うだ!ろう。

また，沈む夕陽や，山からのぼる満月が中天の

ものにくらべて 2 倍ぐらい大きいのは誰しもが経

験することである。これは何故だろう。昔からい

ろいろの考えを聞かされてきたが，最近になって

過去の説はいずれも間違

っていて，わりと物F琴E的

(または，実験心理学的)

にもっともらしいと思、オつ

才L る言党日月カぐさ hるように

なってきた。

それはこうである。月

がどれだけの大きさに見

えるカミとし、うこと』ま， そ

の存在する位置までの距

離を知らなければ，サイ

ズは決定できない(現実

に眼で測る量は月をふく

む立体角である)。つまり，

われわれは月を見て，た

だちに頭の中でその距離

を推察し，それから大き

さを答えるというプロセ

スが働いているのだ。つ

まり，月がどれだけの距離にあるかと想像するこ

とによってその大きさが違ってくる。月が50 メー

トルくらい上空にあると思えば，それは50センチ

の大きさに見えるというわけである(tan30' ご 1

/100)。したがって普の人は月や星が散りばめられ

ている天球上までの距離はせいぜい50メートル程

度で， とても 38万キロとは考えられなかったのだ。

水平線にある太陽や月が大きいのも，その距離が

頭上の天頂までの距離とくらべて遠いと感じると

いうことで説明できょう。

このように，月の大きさという単純な問題を考

えただけでも，人閉め認識(眼と脳判断)はきわ

めて複雑な機構によって行われ，既存の知識や経

験(しかもそれは誤っている場合もある)に強く

支配されているということを思うべきであろう。

(おおは、やし・たつぞう)
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A音色事l i!ｧ ..歪
ι 美しいレマン湖のほとりで

-lEe 国際会議と電子部品-

宇宙科学研究所後川昭雄

9 月初旬から 4 日間美しいレマン湖のほとり，

ジュネーブの 5 つ星 Hote 1du Rhone で国際電気

標準会議 (IEC) が聞かれ，翌週は研究室の高橋君

も合流して ESTEC( 欧州宇宙技術研究所)を始め

欧州の字宙産業数社を訪問する機会に恵まれた。

IEC とは， ISO と並ぶ電気の標準を決める国際

機関で会員は 44 ヶ国，元宇宙航空研究所長高木昇

先生が前会長として活躍されている。総会に直属

して(衛星用部品の高信頼性にも関連する)電子

部品の品質認証(I ECQ) 制度のため，認証管理委

員会 (CMC) と監督検査機構調整委員会 (ICC) が

設けられており，昭和 53年以来私が両会議の日本

常任代表を仰せつかっている。振り返ると 1970 年，

電子部品の統一規格を作成し，適合製品は欧州各

国間で相互に認証して，改めて検査を行うことな

く受入れることを目的とする CECC (電子部品委

員会)が発足，この制度を全世界的なものとする

ため， 1 年後には IEC 内で検討を開始. 10年を要

して本年 1 月より正式に IECQ 制度が機能を開始

した。会議には計 6 回参加したが，随分思わぬ体

験をし勉強になる事が多かった。しかし多くの皆

様の実感と同じく，最早世界は狭くその鼓動が直

かに伝わってくる。人情は変らぬが反面，その社

会に深〈入り込むにはまだまだ奥が深い。又自分

の実感が伴わぬ内に， 日本の地位が上がったと言

うか言葉の壁を無視して注目を集めてきている。

IEC 分担金も A クラスの米英仏並みになり，議長

依頼や発言・提案が重要性を増している。当初は

語学の自信がないのに大役が果せるか心配した。

衛星の打上げで否応なしに鍛えられた「与えられ

た条件と時間内でいかに要点を満して全力を尽す

か」弱い心臓にムチ打ってパイプルの勉強は或程

度にして，大局に立った判断がいつでも下せる心

構えで臨んだものである。

事前に国内で準備会議をもつが，思わぬ事が起

る。 EC 圏内などぎりぎり迄電話連絡をやり根廻し

がよい。一つには前述の CECC で常に会合してお

り，政治的に仏英などがリーダーシップをとって

数を作ってしまう傾向がある。国際会議の特長と

しては，国情，利害も反する多くの立場からの発

言なので公平な所に落着く。代表は専門家の立場

で良識を結集した権威ある議論が求められるが，

小国(自称)と言えども一票，平等に堂々 と長時間

自国の立場を主張する。議長はとても 2 日間では

こなせぬ議題をかかえて，各代表に満足感を与え

る手順をよく考え，衆知を集めて要領よくまとめ

ていく。時には権威をもって高い目標に引上げた

り，投票・挙手も求める。しかし議論沸騰の時は

すかさずコーヒープレイクを入れ，主たる反対者

の最大の問題点或は内意を引き出すロビー外交を

展開する。従つであれ程もめた議題も流れが変っ

て，あっという聞に解決策が見出され，次の議題

へ移っていく。難問の時は目標と期限を与えて複

数の Adhoc Group を設定し，夜何時迄かかっても

いいから徹底的に議論を尽して欲しい，翌朝 9:00

の本会議で報告を受けた上，総合議論をすると言

って任されてしまう。 Adhoc Group の設立と人選

を始め議長の権限の強さと手腕の重要きならびに

強い意志と気苦労の大変き，会議のお手本を再認

識させられる。米国の査察結果が仏の為思わしく

ない結果の時，米国から日本の協力を求められ，

会議前に半日とって解決策を議論する打合せ会を

もったり，夕方には正に Exhaust と言った言葉が

ふさわしい充実した議論が花咲く。日本人と違っ

てすぐ前迄激論して相手の弱点をいためつけたの

に 1 コマ入った後はケロリと忘れて和気あいあい

とやっている。又わかっていない国に対しても実

に温かい友情と助け合う精神が一本通っている。

又個人の responsibility 信用が大変大きな威力を

発揮するので「顔を売る」と言う事の大切さを痛感

きせられた。しかし，できるだけ忙中間の時間を

作って一流の文化・芸術を求めて美術館・博物館，

有名な公園・植物園，サンピエール寺院等，或は

モンプラン，マッターホーンならびに国連ヨーロ

ッパ本部，国際赤十字， GATT 等，政治・社会・

科学上の国際機関の本拠地に出掛けるよう努力す

る。又睡眠時間の短縮を迫られる身体にも色鮮や

かなゼラニウム等の花々 ，年輪を重ねた樹々 に閤

まれて緑の広い庭園とそれが伸びてレマン湖に達

し，対岸にモンプランを遠望しているモンレポ公

園がホテルの目前にあるのが有難い。朝夕の景色

は格別で公園内ではリスや小鳥がやってきて餌を

ねだる。手や肩にまでのってくれると一度に気疲

れがふっとび，再び生き返ってくる。レマン湖の

水鳥も白鳥，オンドリを始め伸び伸びと遊泳や日

光浴を楽しみ人を全く恐れない。新キャンパスも

そうした憩いの一画が確保されればと秘かに願っ

ている。(うしろかわ・あきお)
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患にまに
*世界のトップを行〈日本

の電波天文学

東京天文台が八ヶ岳山麓

に 13年の年月をかけて造り

上げた45m電波望遠鏡が，世界最高の望遠鏡とし

て，世界の注目を集め，また，海外の科学者をく

やしがらせている。この望遠鏡は，波長が数ミリ

メーターといったょっな短い電波を観測できるも

ので，それによって，星間分子雲や赤ちゃん星な

どを観測し，星の誕生と進化，太陽系の起源など

の研究に役立てようというものだ。

日本では水蒸気が多いので，短い波長での観測

は難しいのではないかという声もあるが，東京天

文台では，波長 2mmの電波まで観測できるとして

いる。当分の間，この分野の研究では日本が大き

なリードをとるだろうと見られている。

(Nature 1982 年 8 月)

女ハレー蕃星再びあらわれる

去る 10 月 16 日夜，米国ノマロマ一天文台の 200 吋

望遠鏡にとりつけられたスペーステレスコープ用

のCCD カメラにハレー琴星がとらえられた。 3 日

後の観測によりまさしくハレー茸星であることが

確認された。 CCD カメラでは 5000A を中心とした

広帯域のフィルタを通し 8 分間の露出によってう

つし出されたものである。茸星は未だコマをもた

ずその明るきは 24.2 等級である。求められた位置

はJPL の科学者 Yeomans によって予想されたもの

より西に 8 秒角ずれていた。その運動は南西にむ

かい一時間 3.5 秒角の程度である。このあかるさ

から推定すると，もし反射率を 0.5 とした場合茸

星の大きさは半径1. 4± 2km である。この時の位

置は小犬座にあり地球より約 16 億粁である。尚茸

星が肉眼で

見ることが

できるよう

になるまで‘

はまだ 3 年

かかると思

われる。

(CaltechNews および Astrogram Cam より)

-IJ';:=:0(戸ト\

\も誉宙 Exobiology

地球外生物学，宇宙生物学に相当する。 extra

terrestrialbiology という言葉も使われるし，

spacelifescience となることもある。 life beyond

theearth 当りが主題なのだが，実際には未だ対象

を捉んでいないので，この種の学会では origin of

life が中心になっている。 caSPAR では更に拡が

って space medicalscience くらい迄はいる。

Viking の不成功，それに Titan も冷たすぎて太

陽系内にはどうも extraterrestrial life はありそ

うもない。しかし生命の原材料物質は原始太陽系

星雲の悪環境でもいくらでも生成したことは，炭

素質コンドライトが秘める有機物質群から明らか

であるし，茸星の中にも，星間分子雲の中にも，

それらしいものはいくらでも見つかっている。 fご

-9

から問題は，アミノ酸，核酸塩基といった低分子

レベルでなく，高分子としての蛋白，核酸，さら

に，それが生物としての情報を荷い，生体機能を

持つレベルの自己生成過程にある。これは炭素の

ように数eVの結合力を持ち，しかも窒素や酸素の

間で働く数分のleVの水素結合を利用できる元素

でないとできない。ケイ素のようなd-軌道では

化合力が弱<，イオン結合に流れ，構成力が足り

ない。こう見ると宇宙生物を考えるのは，やはり

諮達自在な溶媒としての海を持つ我が地球上での

生命の解明が第ーである。

一宇宙研一 清水幹夫



途中下車

fケ田 弘

く北陸線の能生梶屋敷糸魚川青海親

不知市振泊入善みんな何というきびしい

名であろう〉 これは，田中冬二の“北陸にて"

という詩の冒頭の部分です。過日，入善の次に続

く生地(いくじ)という小さな駅に短かい途中下車

をして，秋の日本海を見てきました。

生地は，今は黒部市に含まれている富山湾の東

端の「海に沿うた細長い，そして魚くさい」まち

です。海に向かつて立ちますと，前方に能登半島

が低く長くつらなっています。振返ると，家並の

背後に立山連峰がうかんでいます。

1689年(元禄 2 年)の秋がはじまろうとする旧

暦 7 月の中旬すぎには，芭蕉の奥の細道の旅は，

このあたりまできていました。市振の宿てコ二人

の遊女とひとつやにとまった翌日，海沿いに泊，

入善から黒部四十八か瀬を渡り，滑川に着いてい

ます。曽良の随行日記によれば，この日は雨が降

っていて，生地はとおらずに迂回しているようで

す。生地は，芭蕉にとって，必らずしもとおらな

ければならないところでもなかったのでしょう。

そして，ごくありきたりの海辺の村ということで

は，今も変りはないでしょう。

何でそんなところに途中下車したのかと聞かれ

ても，うまく答えることはできません。大宇宙の

中で全くちっぽけな存在にしかすぎない地球で，

ごくわずかの面積しか持っていない日本の，その

地図をひろげ.ては， 日本のあまりにも大きく，私

の歩いたことのない場所のあまりにも多いのに，

ためいきをついていることがあります。生地も，

これまで降りたことがなかったからとでも言って

おきましょう。

10月 21 日， 22 日の両日，文部省所管の研究所の

会議が京都で聞かれました。多くの人たちの発言

を聞きながら，それぞれの機関が，昨今の極めて

厳しい環境のもとで，大変に難しい対応を迫られ

ていることをひしひしと感じていました。 22 日の

おひるからは，時代まつりの行列が，京都御所建

札門院前を出発して平安神宮まで練り歩きます。

今度の会議をお世話してくれた京都大学では，真

剣な会議のあとのためにとの心配りから，丁度こ

の日に会議をあわせ，会場も京都御所のすぐ前に

セットしてくれていました。

けれども，私は，会議が終わるやいなや，北陸

線回りの列車に飛び乗ったのでした。

ほしがれいをやくにおいがする

ふるさとのきびしいひるめし時だ

板屋根に

石をのせた家々

はそぼそと ほしがれいをやくにおいがする

ふるきとのきびしいひるめし時だ

がらんとしたひろい街道を

山の雪売りが ひとりあるいている

く少年の日 越中富山にて〉と添え書きのある

コ、るさとにて"という冬二の詩です。冬二は，

父親の出身地である生地で少年の頃の一時期をす

ごしています。

カチカチに凍らせた立山の雪を売りにくる姿は，

もうとっくになくなっていますし，屋根に石をの

せた家も見られなくなっています。それでも生地

にはなつかしいものが今も残されているように感

じられます。細長く海に沿って，軒を接するよう

に家並が続いていて，縦横に路地が走っています。

私は，右に曲り，左に曲り，その路地をゆっくり

と歩きました。だいたいの家の玄関は，開け放た

れています。決して立派な家というわけではあり

ませんけれど，なつかしいもののにおいが豊かに

あふれています。

塵史によく知られている人たちの素晴らしい行

列を見ることも楽しいことでしょうけれど，ごく

ありきたりの小きなまちで，誰に知られることも

なく生き続けてきた人たちの足音のなかに自分自

身を置いていますと，何かしら心がふくらんでい

くように感じられたことでした。

冬ことも縁のつながるたなか屋という気持のよ

い旅館にとまりました。わかし湯ですけれど，温

泉です。今は宿泊客も少ない落着いた部屋てv す

っかり仕事のことも忘れて，ゆったりとした豊か

な一夜を味ったのです。

(たけだ・ひろし 宇宙研管理部長)

/ヲ会〈\、 シリーズ「日本の観測ロケット」

lノ長\1 につづき，新らしく「研究三味」を

U 後記 IJ 数回掲載することとした。日頃むず

\、.-/ かしい研究をされてる先生方におや

このような事もやっておられるのかというお話を書

いていただこうという趣好である。乞御期待(平尾)
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